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はしがき

新生 児マススクリーニングが開始され て多くの子供 達が疾病 の早期発 見 ・早 期治 療開始 という

恩恵に授かることができるようになり、その予後 が大きく改善した。先天性 甲状腺 機能低 下症(ク

レチン症)に ついて言 えば、早期発 見によって治 療が早 期 に開始 され 、マススクリーニング開始

前のように臨床診断を待っていた時代に比べると知能予後 が大きく改善 したの は明らかである。

しかしながら一方 では疑陽性によって無用 な治療を開始された例 が少なからず存在する。無用

な治療あるいは診 断の負担 が長期 的な実害 はないと思われ るが、患者 サ イドにとって負担 であ

ることに違いはない。これからはこの ような症例を極 力少なくすることが重 要な課題である。

本研究ではそのような先天 性 甲状腺機 能低 下症のマススクリ0ニ ングにおいて疑 陽性を呈す

る、見かけ上の高TSH血 症、すなわちhumananti・mouseantibody(HAMA)の 性状 を明ら

かにすることを目的として計画された。本研究 によって見か け上高TSH血 症 を呈する病 態が細

部にわたって明らかにされる。またそれ は対 策の確 立に一 歩近づくとともに、その存在 が広くマス

スクリーニング関係者 に知られ て、母親とその児が無 用な検査と治療の対 象 にならないことに結

びつくと期待される。
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